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6面(裏面)へ続く

※｢ぴったりサービス｣のうちサービス検索につい
ては、マイナンバーカードがなくてもご利用に
なれます。
※マイナンバーカードに対応したスマートフォン
は、関連サイト(▢HP https://www.jpki.go.jp)
でご確認ください。

スマートフォンで
マイナンバーカードの読み取りに対応したス
マートフォンからマイナポータルを利用する
ことができます。また、利用者クライアント
ソフトのインストールが必要です。

パソコンで
マイナンバーカードとICカードリーダが必
要です。また、利用者クライアントソフトの
インストールが必要です。

利用者クライアントソフト

パソコンやスマートフォンでマイナポータル
を利用するためのアプリケーションソフトウ
エア｢マイナポータルAP｣がリリースされて
います。詳しくはホームページ(▢HP http://
www.cao.go.jp/bangouseido/myna/in
dex.html#mynaPotalAP)をご覧ください
(下記二次元コードからも入れます)。

子育てに関する手続をはじめとして、さまざ
まな申請や届出をオンライン上で行うことが
できる機能です。江東区でも｢子育てワンス
トップサービス｣を利用できます(詳細は6面)。

行政機関などが持っているあなたの個人情報
(マイナンバーを利用する税・社会保障関係
情報等)を確認できます。

情報提供ネットワークシステムを用いて、行
政機関どうしがあなたの個人情報をやりとり
した履歴を確認できます。

｢マイナポータル｣は、政府が運営するオンラインサービス(ネットワークを通じて提
供するサービス)です。マイナポータルに接続することで、さまざまなサービスを利
用することができます。

⇒他の機関の個人情報が必要となった場合は、専用のネットワークシ
ステムを使用して情報を照会・提供する分散管理の方法を利用し、安
全性を確保しています。また、情報のやりとりにはマイナンバーを直
接用いず、専用の符号に置き換えています。

Q1 情報連携でマイナンバーが漏れてしまうことはないの？

⇒｢マイナポータル｣の機能、｢やりとり履歴｣で確認することができま
す。なお、マイナポータルを利用するためにはマイナンバーカード(個
人番号カード)が必要です。

Q2 情報連携の記録を確認することはできるの？

江東区以外の
行政機関等

情報提供
ネットワーク
システム

今まで必要だった添付書類が… 情報連携により省略可能に！

※本人確認書類とは…官公署発行の顔写真付き証明書等(運転免許証・パスポート
など)は1点で可。それ以外の場合は、｢氏名と住所｣、または｢氏名と生年月日｣の
確認できるもの2点以上が必要(例：健康保険証、年金手帳など)

●マイナンバー法に定められた手続きの際に、マイナンバーを申請書等
に記入していただきます。これまで必要だった提出書類の一部が不要
になり、利便性が向上します。
引き続き書類の提出が必要な場合があります。通知や案内を必ずご確認ください。

●手続きには、｢マイナンバー｣と｢身元(実在)の確認｣が必要となります。
代理人が手続きを行う場合は、委任状や代理人の本人確認書類も必要
です。

マイナンバー制度の｢情報連携｣とは、専用のシステム(情報提供ネットワークシステ
ム)を用いて、国や区市町村の間で、皆さんの特定個人情報(住民関係・税関係の情報
等)をやり取りするしくみです。

江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

マイナンバーPRキャラクター
マイナちゃん

マイナポータルに関する詳細は
マイナポータルサービストップ
(▢HP https://myna.go.jp)
をご覧ください。

二次元コード▶

マイナポータルトップ画面




